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おいしい手料理
　

＜材　料＞ （８個分）
●本くず粉………  50ｇ
●水………………280㏄
●グラニュー糖…140ｇ（お好み）
●鹿の子豆………  20ｇ（市販の小豆甘納豆でＯＫ）

＜作り方＞
① くずの生地を作ります。鍋にくず粉を入れ、少しずつ水を加えてて
　 いねいに溶かす。〝だま〟が残る場合は濾（こ）して、さらにグラ
　 ニュー糖を加えて混ぜる。
② 中火にかけ、木べらで鍋底から混ぜる。
③ 固まってきたら弱火にし、透明になるまで気長に練る。
④ 透明になった生地に鹿の子豆をパラパラと加え、豆がつぶれないよ
　 うくずを豆にかぶせるように混ぜる。
⑤ 熱いうちにスプーンで８等分程度になるようにすくって水の中に落
　 とす。
⑥ すぐに引き上げ、形を整えたら笹の葉に包んで完成。食べる１５分
　 程度前に冷蔵庫に入れて冷やし、冷たくしてどうぞ。その日のうち
　 にお食べください。

＜応用編＞
　鹿の子豆を使わず、⑤の手順の時にあん玉を包んで桜の葉の塩漬け
に包むと「くず桜」になります。
※「葛（くず）粉」と称してジャガ芋でんぷんを混ぜ入れた商品があ
るので注意してください。このような粉ではうまく固まりません。

（和菓子教室主宰・高瀬　順子さん）

【食べて健康・豆知識】
　餡（あん）の材料に使われている小豆の主成分は糖質とたんぱく
質です。栄養的な特長はビタミンＢ１、カリウム、食物繊維を豊富
に含んでいます。
　ビタミンＢ１は、糖質の代謝を促進して脳へのエネルギーを供給
し、疲労回復、夏バテ防止などに有効です。不足すると疲れやすく、
集中力が低下し、むくみやすく、脚気になることもあります。
　カリウムは塩分を体外に運び出し、高血圧を予防します。食物繊
維は生活習慣病や便秘を改善します。
　今回のレシピで作ったわらびまんじゅうは、１個約80㌔カロリ
ーです。

（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）
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 くず粉を使って、暑い季節に〝涼しい甘さ〟が
 うれしいおやつです。

【くず鹿の子】



美しい花と歌の国
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水の恵みの源流、大雪山から米どころを〝でっかく〟アピール
○農協青年部が旭岳山頂まで米俵担ぎ

まち・タウン
○故小西健二さん、自宅を町に寄贈。音楽堂、町のゲストハウスに
○旭岳で「ヌプリコロカムイノミ」の儀式盛大に
○平和の誓い新た―戦没者、開拓功労者慰霊祭
○死亡事故抑止の町内緊急ローラー作戦　　ほか

今、生き生きと
○No.24　ロッジ「ヌタプカウシペ」　春菜秀則さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○出会いの場、フォトフェスタと写真甲子園
◇短歌・俳句

大雪山の素顔
○手つかずの自然　大雪山自然学校　沢辺佳彦さん
◇新刊図書・ビデオ案内

 新 Hi from Kori
○NO.1　生き物との遭遇　英語指導助手　コーリー・チューイーさん
○エイゴノマナビカタ「８月はぜひラジオを」　英語教育指導員　宮地晶子さん

美しい緑と花の町・ルーイヤナ町民訪問記
○第2回　主婦　鈴木佳苗さん

大雪地区広域連合からのお知らせ
○国民健康保険料、介護保険料を改定します
○介護報酬改定に伴う保険料上昇分が軽減されます

くらし・ネットワーク
○就学支援費補助金の希望世帯を受け付けます
○“急報” 町内に「架空請求はがき」が出回っています。相手には絶対連絡しない！
○東川サッカー少年団が初の全道3位
○第29回 大雪山自然観察講座のご案内
○町民水泳大会の参加者を募集します　　ほか

子育てチャンネル
○激動の2歳…増田祥子さん

保健だより
○夏でも要注意！　新型インフルエンザ流行の兆し

おいしい手料理
○「くず鹿の子」…和菓子教室主宰　高瀬順子さん
◇食べて健康・豆知識…中村弘美さん
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第4回ひがしかわ大写真展　町民一般部門
佳　作

「笑顔」
岡村正雄さん撮影
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「町の風　雑記抄」は休載します

美しい花と歌の国

ラトヴィアから

美しい花と歌の国

ラトヴィアから
アクセサリー・グッズの販売を
始めました。
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・木の組み立てキットモデル
・インテリア、アクセサリー
・人形、雑貨、木の小物
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美しい花と歌の国

ラトヴィアから

　
８
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
過
ぎ
、

東
川
町
農
協
青
年
部
（
松
家
孝
志
部
長
、

39
人
）
の
若
者
た
ち
が
大
雪
山
の
恵
み

の
水
で
育
っ
た
東
川
産
「
ほ
し
の
ゆ
め
」

６
俵
（
１
俵
30
㌔
㌘
）
を
担
い
で
、
大

雪
山
旭
岳
（
標
高
２
千
２
９
１
㍍
）
の

山
頂
を
目
指
し
ま
す
（
当
日
の
天
候
に

よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）
。

　
正
午
過
ぎ
に
は
山
頂
を
制
覇
。
担
ぎ

上
げ
た
米
を
山
の
神
に
献
上
し
て
大
雪

山
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
す
。

　
献
上
米
は
、
山
の
神
に
奉
納
後
、
い

っ
た
ん
山
か
ら
下
ろ
し
て
１
㌔
㌘
ず
つ

の
袋
に
小
分
け
し
、
翌
23
日
（
日
）
、

旭
岳
温
泉
10
軒
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
を
回

っ
て
、
そ
の
日
滞
在
し
て
い
る
観
光
客

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
計
画
で
す
。

　
命
の
源
流
・
大
雪
山
の
恵
み
で
育
っ

た
米
の
う
ま
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
大

雪
山
と
東
川
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
お
う
、
と
い
う
狙
い
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
山
の
神
に
今
年
の
豊
作
も

祈
る
つ
も
り
で
す
。

　
配
布
は
、
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
の
ほ
か
、

大
雪
旭
岳
源
水
（
５
０
０
㍉
㍑
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
２
本
）
、
季
節
野
菜
の
地
物
ト

マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

サ
ン
チ
ユ
（
葉
野
菜
）
も
加
え
て
「
安

心
・
安
全
な
東
川
産
農
産
物
セ
ッ
ト
」

に
し
、
〝
お
い
し
い
野
菜
王
国
〞
も
Ｐ

Ｒ
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
同
青
年
部
に
は
今
年
、
農
業
後
継
者

が
新
た
に
７
人
も
加
入
し
て
き
ま
し
た
。

例
年
に
な
い
に
ぎ
わ
い
で
す
。

　
「
地
元
の
農
業
後
継
者
と
し
て
な
に

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？
」
と
話
が

盛
り
上
が
り
、
「
町
と
農
業
と
観
光
を

す
べ
て
リ
ン
ク
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
つ

く
ろ
う
」
と
初
の
企
画
実
現
に
足
並
み

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
現
在
19
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
男
性
約

30
人
が
担
ぎ
手
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い

ま
す
。
途
中
交
代
し
な
が
ら
１
人
２
回

程
度
ず
つ
米
俵
を
背
負
う
計
画
で
す
。

　
今
年
の
青
年
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

こ
の
米
俵
担
ぎ
登
山
に
限
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
先
立
つ
こ
と
約
２
週
間
前
の
９
日
、

青
年
部
が
主
催
し
て
初
の
〝
婚
活
〞
パ

ー
テ
ィ
ー
も
計
画
し
て
い
る
の
で
す
。

　
６
年
ぶ
り
開
催
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

旭
川
市
内
な
ど
の
女
性
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
昼
食
後
、
一
緒
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
後
サ
ン
チ
ユ
、

し
い
た
け
、
ト
マ
ト
、
長
ネ
ギ
な
ど
、

旬
の
野
菜
収
穫
体
験
も
楽
し
ん
で
も
ら 

　
お
う
、
と
い
う
も
の
。
う
ま
い
空
気
と

大
地
と
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
え
ば
、

好
印
象
Ｏ
Ｋ
！　
と
い
う
わ
け
。
こ
ち

ら
の
成
果
も
楽
し
み
で
す
。
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▲米俵担ぎ登山プロジェクトを仕切る松家孝志さん（左）と
　事務局の農協職員、齋藤洋平さん

美しい花と歌の国

ラトヴィアから

〔取扱品目〕
・木の組み立てキットモデル
・インテリア、アクセサリー
・人形、雑貨、木の小物
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HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

　 今 年 ４ 月 、 病 気 療 養 中 の と

こ ろ 逝 去 し た 東 町 １ 、 故 小 西

健 二 さ ん （ 当 時 6
9
歳 ） が 、 自

宅 と 家 具 ・ 調 度 品 な ど 同 地 の

動 産 、 不 動 産 を 町 に 寄 贈 し ま

し た 。

　 ６ 月 2
5
日 、 兄 の 正 隆 さ ん

（ 7
1
） ＝ 川 崎 市 在 住 ＝ ら 遺 族

４ 人 が 役 場 を 訪 れ 、 松 岡 市 郎

町 長 に 故 人 の 財 産 目 録 を 手 渡

し ま し た 。

　 住 宅 （ ２ ０ ０ ２ （ 平 成 1
4
） 年 建 築 ）

＝ 木 造 ２ 階 建 て 延 べ 約 １ ２ ０ 平 方 ㍍ 、

土 地 約 ２ ３ ０ 平 方 ㍍ 、 所 蔵 の 高 級 グ ラ

ン ド ピ ア ノ （ オ ー ス ト リ ア ・ ベ ー ゼ ン

ド ル フ ァ ー 社 製 ） 、 チ ェ ン バ ロ 、 管 球

式 高 級 オ ー デ ィ オ 装 置 （ ア ン プ 、 レ コ

ー ド プ レ ー ヤ ー 、 ス ピ ー カ ー な ど ） 。

生 前 か ら 町 へ の 財 産 贈 与 を 決 め て い た

そ う で す 。

　 小 西 さ ん は 東 川 町 出 身 。 町 に 対 す る

思 い 入 れ が 強 か っ た そ う で す 。

　 退 職 後 、 当 地 に 自 宅 を 建 て て 「 小 西

音 楽 堂 」 と 名 づ け 、 知 人 を 招 い て 時 折

コ ン サ ー ト な ど を 開 い て い た と い い ま

す 。

　 正 隆 さ ん は 「 弟 は 、 生 前 か ら 家 と ピ

ア ノ を 町 に 寄 贈 し た い 、 お 金 は 奨 学 金

に 使 っ て ほ し い 、 と 言

っ て い ま し た 」 な ど と

思 い 出 を 披 露 し ま し た 。

　 小 西 宅 は 、 町 文 化 ギ

ャ ラ リ ー の す ぐ 裏 に 位

置 し て い ま す 。 松 岡 市

郎 町 長 は 「 ゲ ス ト ハ ウ

ス 、 コ ン サ ー ト 会 場 と

し て 使 い た い 」 と 感 謝

し ま し た 。

　 同 時 に 多 額 の 現 金 寄 贈 も 受 け ま し た 。

こ ち ら は 、 故 人 の 遺 志 で 奨 学 金 資 金 と

し て 活 用 す る 予 定 。 近 く 奨 学 金 条 例

（ 仮 称 ） な ど を 検 討 し 、 運 用 方 法 な ど

を 具 体 化 す る 予 定 で す 。

　 ス テ ー ジ は 、 故 坂 本 九 さ ん の 歌 で お

な じ み の 曲 「 見 上 げ て ご ら ん 夜 の 星 を 」

（ 永 六 輔 作 詩 、 い ず み た く 作 曲 ） で 幕

を 開 け 、 幼 い 日 の 思 い 出 や 音 楽 と の 出

合 い 、 希 望 を 持 っ て 学 び 続 け て き た 思

い 出 の 日 々 な ど の 語 り を 時 折 織 り 交 ぜ

な が ら 、 良 く 知 ら れ て い る 歌 謡 曲 や 唱

歌 な ど 1
3
曲 を 披 露 し ま し た 。 来 場 し た

方 た ち は 、 よ く 響 き 渡 る 歌 声 か ら 希 望

　
と 勇 気 を い っ ぱ い に も ら っ た よ う で し

た 。

　 ６ 月 2
5
日 夜 、 盲 目 の 声 楽 家 、 時 田 直

也 氏 （ 神 戸 市 在 住 ） の 生 き 生 き コ ン サ

ー ト 「 歌 声 に 希 望 を の せ て 」 が 農 村 環

境 改 善 セ ン タ ー で あ り ま し た 。

　 本 町 で の 公 演 は ２ 度 目 。 会 場 に は 、

前 回 の 舞 台 で す っ か り フ ァ ン に な っ た

町 民 、 旭 川 市 内 か ら 駆 け つ け た 聴 衆 が

会 場 い っ ぱ い に 響 き 渡 る バ リ ト ン の 歌

声 に 聞 き 入 り ま し た 。

　 ７ 月 ５ 日 、 町 民 運

動 公 園 で 第 3
1
回 東 川

町 民 体 育 祭 が 開 か れ

ま し た 。

　 町 内 ７ 老 人 ク ラ ブ

チ ー ム が 今 年 も 勢 ぞ

ろ い 、 一 般 チ ー ム は

農 協 チ ー ム が 初 出 場

し て 1
1
チ ー ム 約 ４ ０

０ 人 が 参 加 し ま し た 。

　 町 長 と 議 長 の 恒 例

じ ゃ ん け ん 大 会 、 老

人 ク ラ ブ 対 抗 の パ ー ク ゴ ル フ リ レ ー で

幕 開 け 。 チ ー ム 力 を 誇 る 「 東 川 第 三 」

チ ー ム が 今 年 も 元 気 。 全 町 俵 か つ ぎ リ

レ ー な ど ５ 競 技 を 制 し ま し た 。

　 総 出 で 応 援 に 熱 が 入 っ

た の は 、 や は り 最 後 の 全

町 綱 引 き 。 今 年 は 「 ニ ュ

ー パ ワ ー 北 町 ３ 丁 目 」 チ

ー ム が 優 勝 を 奪 還 し 、 初

出 場 の Ｊ Ａ チ ー ム も 若 さ

と 体 力 で ４ 位 入 賞 を 果 た

し ま し た 。

　 場 外 フ ィ ー ル ド は 、 競

技 を 横 目 に そ れ ぞ れ 焼 肉 、

焼 き 鳥 コ ー ナ ー が 早 く か

ら お い し い に お い を あ た

り 一 面 に 振 り 巻 き 、 参 加 者 は さ わ や か

な 好 天 に 恵 ま れ て 野 外 パ ー テ ィ ー 気 分

も 満 喫 し た よ う で す 。

初 夏 さ わ や か 、 町 民 体 育 祭初 夏 さ わ や か 、 町 民 体 育 祭故 小 西 健 二 さ ん 、 自 宅 を 町 に 寄 贈 。 音 楽 堂 、 町 の ゲ ス ト ハ ウ ス に故 小 西 健 二 さ ん 、 自 宅 を 町 に 寄 贈 。 音 楽 堂 、 町 の ゲ ス ト ハ ウ ス に

盲 目 の 声 楽 家 、 時 田 直 也 氏 コ ン サ ー ト ２ 度 目 の 来 演盲 目 の 声 楽 家 、 時 田 直 也 氏 コ ン サ ー ト ２ 度 目 の 来 演

　 　 ６ 月 2
7
日 、 旭 岳 温 泉 青 少 年 野 営 場

で 旭 川 ・ 近 文 ア イ ヌ の 皆 さ ん が 山 開 き

の 儀 式 「 ヌ プ リ コ ロ カ ム イ ノ ミ 」 を 行

い ま し た 。

　 ア イ ヌ 語 で 「 ヌ プ リ ・ コ ロ ・ カ ム

イ ・ ノ ・ ミ 」 と は 「 山 （ を ） 持 つ 神

（ に 対 し て ） 拝 む 」 と い う 意 味 。 迎 え

火 に 大 か が り 火 を た き 、 山 の 神 に 今 季

の 山 の 無 事 故 を 祈 り ま し た 。

　 昨 年 ま で は 山 開 き の 日 の 夜 、 儀 式 を

行 っ て き ま し た が 、 今 年 か ら は 単 独 で

の 開 催 に な り ま し た 。

　 午 後 ７ 時 半 、 大 か が り 火 に 火 が 入 る

と 、 宿 泊 中 の 観 光 客 の 皆 さ ん が 次 々 と

会 場 に 集 ま り ま し た 。

　 民 族 衣 装 に 身 を 包 ん だ ア イ ヌ の 皆 さ

ん 約 4
0
人 が 古 式 に の っ と っ て ア イ ヌ 語

で 山 の 神 に 祈 り を 捧 げ 、 女 性 た ち が ム

ッ ク リ の 調 べ に 合 わ せ て 神 に 捧 げ る 舞

い を 献 上 、 観 光 客 の 盛 ん な カ メ ラ の フ

ラ ッ シ ュ を 浴 び て い ま し た 。

　 今 年 は 山 開 き か ら こ の 日 ま で １ 週 間 、

野 営 場 広 場 を 会 場 に し て 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人

（ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 ） ね お す の 活 動

員 や 旭 岳 温 泉 街 の 旅 館 経 営 者 の 方 た ち

が 、 お 話 会 、 ま き 割 り 講 習 会 、 手 作 り

の く ん 製 作 り な ど を 開 き 、 観 光 客 の 皆

さ ん に ア ウ ト ド ア ラ イ フ の 技 や 旭 岳 の

歴 史 な ど を 披 露 し 好 評 で し た 。

　 一 斉 放 水 展 示 に 続 い て 中 心 市 街 地 約

７ ０ ０ ㍍ の 道 道 も 観 閲 行 進 し ま し た 。

４ 月 発 足 し た 女 性 部 団 員 ７ 人 も 初 参 加

し 、 お そ ろ い の 濃 紺 の 制 服 姿 に 身 を 包

み 、 り り し い 姿 を 町 民 に お 披 露 目 し 町

民 の 拍 手 を 浴 び て い ま し た 。

　 ６ 月 2
8
日 、 大 雪 消 防 組 合 東 川 消 防 団

（ 金 盛 勇 松 団 長 ） が 今 年 の 消 防 総 合 訓

練 大 会 を 開 催 し ま し た 。

　 町 内 ５ 分 団 か ら 8
1
人 が 東 川 小 グ ラ ウ

ン ド 会 場 に 勢 ぞ ろ い し ま し た 。 松 岡 市

郎 町 長 の 閲 団 後 、 そ れ ぞ れ 分 団 ご と に

隊 列 行 進 、 小 型 ポ ン プ 応 用 操 法 ・ 放 水

訓 練 を 展 示 披 露 。 見 事 な 連 携 訓 練 の 成

果 を 見 せ ま し た 。

　 ７ 月 ８ 日 、 熊 本 県 嘉 島 町 議 会 の 経 済

厚 生 常 任 委 員 会 （ 津 出 悦 男 委 員 長 ） の

一 行 ４ 人 が 本 町 を 訪 れ ま し た 。

　 嘉 島 町 （ 荒 木 泰 臣 町 長 ） は 、 本 町 と

福 島 県 川 内 村 （ 遠 藤 雄 幸 村 長 ） と と も

に 、 今 年 1
1
月 、 東 京 で 第 １ 回 大 会 を 開

催 予 定 の 「 安 全 ・ 安 心 で お い し い 地 下

水 サ ミ ッ ト 」 開 催 の 呼 び か け ３ 自 治 体

の 一 角 で す 。

　 熊 本 平 野 の 水 田 地 帯 で 、 ３ 本 の 河 川

に 囲 ま れ 町 内 各 所 に 湧 水 群 が あ り ま す 。

湧 水 群 に 浮 か ぶ 浮 島 の 光 景 が 代 表 的 で 、

国 内 大 手 飲 料 水 メ ー カ ー の 生 産 工 場 を

積 極 誘 致 す る な ど 、 豊 富 な 水 資 源 を 産

業 活 性 化 に 活 用 し て い ま す 。

　 ４ 議 員 は 、 地 下 水 を 活 用 し た 町 づ く

り を 進 め て い る 自 治 体 同 士 と し て 東 川

の 現 状 を 視 察 し 「 水 道 の な い 町 づ く り

に 積 極 的 な 様 子 を 町 長 に し っ か り と 報

告 し た い 」 な ど と 話 し て い ま し た 。

嘉 島 町 議 会 が 来 町嘉 島 町 議 会 が 来 町旭 岳 で 「 ヌ プ リ コ ロ カ ム イ ノ ミ 」 の 儀 式 盛 大 に旭 岳 で 「 ヌ プ リ コ ロ カ ム イ ノ ミ 」 の 儀 式 盛 大 に

消 防 団 女 性 部 が 結 団 初 の お 披 露 目 、 消 防 総 合 訓 練 大 会消 防 団 女 性 部 が 結 団 初 の お 披 露 目 、 消 防 総 合 訓 練 大 会
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　 ７ 月 ４ 日 、 先 人 の 労 苦 を し の ぶ 戦 没

者 、 開 拓 功 労 者 へ の 慰 霊 音 楽 行 進 、 慰

霊 追 悼 式 が 開 か れ ま し た 。

　 音 楽 行 進 は 、 町 内 中 心 市 街 地 約 １ ・

５ ㌔ ㍍ 区 間 を 行 進 し ま し た 。 松 岡 市 郎

町 長 ら を 先 頭 に 、 陸 上 自 衛 隊 第 ２ 音 楽

隊 、 町 内 ４ 小 ・ 中 学 校 、 幼 児 セ ン タ ー

か ら ブ ラ ス バ ン ド 、 ス ク ー ル バ ン ド 、

鼓 笛 隊 が 参 加 し ま し た 。

　 白 い 帽 子 と オ レ ン ジ 色 Ｔ シ ャ ツ 姿 の

東 川 小 、 カ ー キ 色 帽 子 と 黄 色 い Ｔ シ ャ

ツ 姿 の 東 川 中 両 ス ク ー ル バ ン ド は 、 色

違 い で お そ ろ い の イ メ ー ジ 。 第 三 小 は 、

青 い ベ レ ー 帽 と 白 い ベ ス ト で 、 5 年 ぶ

り に ス ク ー ル バ ン ド の 編 成 参 加 で し た 。

　 幼 児 セ ン タ ー 幼 児 の か わ い い 鼓 笛 隊 、

道 草 館 前 で の 第 一 小 児 童 の 一 小 太 鼓 に

も お 父 さ ん 、 お 母 さ ん が 沿 道 い っ ぱ い

か ら 声 援 を 送 っ て い ま し た 。

　 続 い て 開 拓 の 碑 前 で 行 っ た 慰 霊 祭 は 、

遺 族 、 関 係 者 ら 約 １ ０ ０ 人 が 出 席 。 戦

没 者 ２ １ ３ 柱 、 開 拓 功 労 者 ・ 物 故 者 ２

５ ０ 柱 の 先 人 の 労 苦 を し の ん で 献 花 し 、

こ れ か ら の 町 発 展 を 誓 い ま し た 。

と の 語 ら い に 話 が 弾 み ま し た 。

　 多 忙 な 日 々 の 中 で 忘 れ て い た 記 憶 を

再 び 温 め 、 町 の 近 況 の 出 来 事 の 数 々 を

聞 き 、 よ み が え る 幼 い 日 々 の 記 憶 に 新

た な 思 い 出 を 加 え て 懐 か し さ に 目 を 細

め て い ま し た 。

　 ６ 月 2
6
日 、 札 幌 市 内 の ホ テ ル で 第 3
2

回 札 幌 東 川 会 が 開 か れ ま し た 。

　 年 1 回 恒 例 の 集 い で す 。 ふ る さ と へ

の 思 い も 新 た に 、 約 5
0
人 が 集 ま り ま し

た 。 町 か ら は 松 岡 市 郎 町 長 、 浜 辺 啓 町

議 会 議 長 は じ め 議 会 議 員 も 出 席 。 久 し

ぶ り の 懐 か し い 顔 ぶ れ と の 再 開 、 旧 友

　 ７ 月 ７ 日 、 東 1
4
号 共 同 墓 地 で 中 国 人

強 制 連 行 事 件 殉 難 烈 士 慰 霊 祭 が 行 わ れ

ま し た 。

　 東 和 土 地 改 良 区 （ 荒 川 和 雄 理 事 長 ） 、

旭 川 日 中 友 好 協 会 （ 淀 川 徳 （ つ と む ）

会 長 ） 、 東 川 町 仏 教 会 （ 会 長 ・ 風 間 直

樹 東 川 寺 住 職 ） ら 関 係 者 （ 団 体 ） が 中

心 と な っ て 開 い て い ま す 。

　 １ ９ ４ ４ （ 昭 和 1
9
） 年 、 忠

別 川 江 卸 発 電 所 建 設 の 関 連 か

ん が い 用 水 用 遊 水 池 工 事 と し

て 強 制 連 行 さ れ て き た 中 国 人

３ ３ ８ 人 が 強 制 労 働 さ せ ら れ 、

劣 悪 、 過 酷 な 環 境 の 中 で 8
8
人

が 犠 牲 に な り ま し た 。 そ の 供

養 の た め １ ９ ７ ２ （ 同 4
7
） 年 、

同 地 に 「 中 国 人 強 制 連 行 事 件

殉 難 烈 士 慰 霊 （ 石 ） 碑 」 を 建

立 し 、 毎 年 犠 牲 者 の 方 々 を 慰 霊 し て い

ま す 。

　 旭 川 市 内 、 東 川 町 内 の 関 係 者 約 6
0
人

が 出 席 。 「 再 び 中 国 と 日 本 が 争 う こ と

な く 、 と も に 友 好 を 深 め て い く こ と を

誓 い ま す 」 と 犠 牲 者 の め い 福 を 祈 り ま

し た 。

中 国 人 強 制 連 行 の 殉 難 慰 霊 し め や か に中 国 人 強 制 連 行 の 殉 難 慰 霊 し め や か に平 和 の 誓 い 新 た ― 戦 没 者 、 開 拓 功 労 者 慰 霊 祭平 和 の 誓 い 新 た ― 戦 没 者 、 開 拓 功 労 者 慰 霊 祭

札 幌 東 川 会 の 総 会 、 約 50 人 の 出 席 で 盛 会札 幌 東 川 会 の 総 会 、 約 50 人 の 出 席 で 盛 会

　 ７ 月 2
1
日 、 韓

国 水 原 市 か ら 北

工 学 園 北 海 道 環

境 福 祉 専 門 学 校

（ 宮 島 武 彦 校 長 ）

に 日 本 語 を 学 ぶ

短 期 留 学 研 修 生

4
6
人 が 入 校 し ま

し た 。

　 研 修 生 は 水 原

市 内 の 高 校 生 が

中 心 。 ８ 月 2
0
日

ま で １ カ 月 間 の

短 期 集 中 講 座 で

基 礎 の 日 本 語 を

学 び ま す 。 研 修

生 を 代 表 し て 、 ソ ン ・ ス ル ギ さ ん

（ 1
8
） は 「 早 く 日 本 語 に 慣 れ る こ と が

出 来 る よ う 一 生 懸 命 勉 強 し ま す 」 と 意

欲 い っ ぱ い で し た 。

　 期 間 中 、 研 修 生 は 町 内 東 町 の 男 子 ・

女 子 両 学 生 寮 に 滞 在 し な が ら 勉 強 し ま

す 。 町 と 学 校 側 で は 、 そ れ ぞ れ １ 万 ５

千 円 ず つ を 各 人 に 滞 在 費 と し て 助 成 、

研 修 生 側 滞 在 費 用 の 負 担 軽 減 に 配 慮 し

て い ま す 。

　 途 中 ３ 日 間 、 東 川 町 韓 国 交 流 協 会

（ 宮 崎 堅 二 会 長 、 3
5
人 ） の 会 員 の 皆 さ

ん や 一 般 公 募 し た

方 の 自 宅 に ホ ー ム

ス テ イ し 、 交 流 を

深 め る こ と に な っ

て い ま す 。 ま た 研

修 の 合 間 に 、 旭 川

市 の 旭 山 動 物 園 、

道 立 美 術 館 、 富 良

野 、 美 瑛 の 丘 な ど 、

各 地 も 見 学 す る 予

定 で す 。

　 今 回 の 短 期 日 本

語 留 学 に は 、 7
4
人

も の 応 募 が あ っ た

と い う こ と で す 。

水 原 市 側 で は 、 今

後 の 講 座 継 続 に 期 待 を 持 っ て い る よ う

で す 。

　 そ ろ い の 晴 れ 衣 装 も あ で や か に 、 寿

老 人 ク ラ ブ ６ 人 の 皆 さ ん の 大 正 琴 演 奏

で 幕 開 け 。 カ ラ オ ケ 歌 謡 曲 や 舞 踊 に 日

ご ろ の け い 古 の 成 果 や 自 慢 の の ど を 披

露 し ま し た 。 そ れ ぞ れ 発 表 が 終 わ る と

友 人 の 出 演 舞 台 に 声 援 を 送 り 楽 し い ひ

と 時 を 満 喫 し ま し た 。

　 ６ 月 3
0
日 、 東 川 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

（ 鬼 塚 義 幸 会 長 ） が 老 人 保 健 セ ン タ ー

で 本 年 度 １ 回 目 の お 楽 し み 発 表 会 を 開

き ま し た 。

　 町 内 7 ク ラ ブ な ど か ら 約 ２ ０ ０ 人 が

集 い ま し た 。 日 ご ろ の 活 動 成 果 を 披 露

す る 年 ３ 回 の 発 表 晴 れ 舞 台 で す 。

　 東 川 町 交 通 安 全 協

会 （ 藤 田 裕 三 会 長 ）

は ７ 月 ７ 日 、 道 道 旭

川 旭 岳 温 泉 線 沿 い の

東 町 、 南 町 地 区 で 、

死 亡 事 故 抑 止 の た め

の 交 通 安 全 町 内 緊 急

ロ ー ラ ー 作 戦 を 行 い

ま し た 。

　 ６ 月 2
7
日 午 後 1
0
時

2
5
分 ご ろ 、 南 町 ２ の

道 道 で 、 道 路 横 断 中

の 近 く の 男 性 （ 7
8
）

が 、 女 性 （ 2
6
） の 乗

用 車 に は ね ら れ 死 亡 す る 事 故 が 発 生 し

た た め で す 。 男 性 は 道 路 向 か い の 自 宅

に 帰 宅 す る と こ ろ で し た 。

　 現 場 は 広 い 直 線 で 見 通 し が 良 く 、 夜

間 照 明 も 明 る い 道 路 で

す 。 夜 間 交 通 量 は 少 な

い た め 、 通 行 時 に 注 意

力 が 緩 み が ち 。 そ れ が

重 大 事 故 を 引 き 起 こ す

引 き 金 に な り か ね ま せ

ん 。 と っ さ の 判 断 が 遅

く な り が ち な 高 齢 者 は 、

特 に 注 意 が 必 要 で す 。

　 こ の 日 は 協 会 役 員 、

サ ポ ー ト 隊 約 2
0
人 が 手

分 け し 、 沿 線 約 １ ０ ０

戸 に 、 交 通 安 全 と 万 一

に 備 え て 夜 行 反 射 材 の

着 用 を 呼 び か け ま し た 。

　 町 内 死 亡 事 故 ゼ ロ 日 記 録 は 、 千 ４ ２

２ 日 で ス ト ッ プ し ま し た 。

交 通 死 亡 事 故 抑 止 の 町 内 緊 急 ロ ー ラ ー 作 戦交 通 死 亡 事 故 抑 止 の 町 内 緊 急 ロ ー ラ ー 作 戦環 境 福 祉 専 門 学 校 に 韓 国 か ら 日 本 語 留 学 生環 境 福 祉 専 門 学 校 に 韓 国 か ら 日 本 語 留 学 生

老 人 ク ラ ブ 連 合 会 が お 楽 し み 会老 人 ク ラ ブ 連 合 会 が お 楽 し み 会

宮
島
校
長
が
研
修
性
を
歓
迎
し
ま
し
た

7
6

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

9 
 A

ug
us

t
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

9 
 A

ug
us

t



ト リ ー ス キ ー の 国 内 強 化 合 宿 の 常

宿 な ど と し て 年 中 賑 わ い が 絶 え ま

せ ん 。 こ の 日 は ち ょ う ど 元 札 幌 交

響 楽 団 員 の ご 主 人 と 声 楽 家 の 奥 さ

ん が 夏 山 ト レ ッ キ ン グ に 来 て い ま

し た 。

　 持 参 の リ コ ー ダ ー で さ っ そ く 即

席 ト リ オ の 演 奏 会 。 木 管 の 温 か い

響 き が 広 が り ま し た 。 「 オ レ さ あ 、

楽 器 が 好 き だ か ら … 」 と い う よ う

に 、 無 造 作 に 置 い て あ る ピ ア ノ 、

シ ロ フ ォ ン 、 ラ ッ パ 、 コ ル ネ ッ ト 、

リ コ ー ダ ー 、 ギ タ ー が い つ も 出 番

を 待 っ て い ま す 。

 「 ス イ ス で リ コ ー ダ ー を 買 っ た

時 、 こ ん な む さ く る し い 格 好 だ か

ら 、 楽 器 を 買 い に 来 た と 思 わ れ な

か っ た こ と も あ っ た よ 」 。

　 1
1 月 か ら ５ 月 、 温 泉 街 は 長 い 冬

の 期 間 。 そ の シ ー ズ ン 一 番 乗 り は 、

ク ロ ス カ ン ト リ ー ス キ ー 選 手 の 国

内 強 化 合 宿 で す 。 約 ８ ㌔ ㍍ の 林 間

コ ー ス の 整 備 は 、 隣 の 白 樺 荘 ご 主

人 、 神 林 知 宏 さ ん と ２ 人 で 、 何 年

間 も 苦 労 し て 整 備 を 続 け て き ま し

た 。 そ の 成 果 が 多 く の 国 内 ク ロ ス

カ ン ト リ ー 選 手 た ち の 合 宿 地 と し

て 評 価 に つ な が っ て い ま す 。

　 「 若 い 時 は 隣 の し ら か ば 荘 に 宿

泊 し て 、 冬 に な る と 通 い 詰 め て 来

た も ん さ 」 。 大 雪 山 の 魅 力 に 取 り

付 か れ 、 旭 岳 ロ ー プ ウ エ ー が 開 通

し た 当 初 の １ ９ ６ ８ （ 昭 和 4
3 ） 年

当 時 、 既 に 鵡 川 町 か ら 旭 岳 に 通 い

詰 め て い た 山 男 は 、 今 や な く て は

な ら な い 〝 旭 岳 の 主 〞 。

　 旭 岳 温 泉 で は 今 年 、 「 ア ー ス デ

ー （ 地 球 の こ と を 考 え 行 動 す る

日 ） 」 に ち な ん で 、 ６ 月 下 旬 、 青

少 年 キ ャ ン プ 場 を 会 場 に 、 春 菜 さ

ん や Ｎ Ｐ Ｏ （ 非 営 利 活 動 ） 法 人 ね

お す の 皆 さ ん ら が 講 師 や イ ベ ン タ

ー に な っ て 、 １ 週 間 日 替 わ り の ミ

ニ イ ベ ン ト を 開 き ま し た 。

　 火 の 起 し 方 、 ま き 割 り 、 ザ リ ガ

ニ 採 り 、 そ し て ダ ッ チ オ ー ブ ン を

使 っ た ア ウ ト ド ア 料 理 の 数 々 … 。

く ん 製 、 雑 炊 、 野 菜 ス ー プ 作 り 、

パ ン 作 り な ど 、 キ ャ ン プ 定 番 の 料

理 メ ニ ュ ー が 次 々 。 そ し て 春 菜 さ

ん は 、 地 元 の ア イ ヌ 語 地 名 の 由 来

な ど を 分 か り や す く 話 す 〝 語 り

べ 〞 で し た 。

◇

　 ロ ッ ジ 「 ヌ タ プ カ ウ シ ペ 」 は 、

登 山 や ス キ ー 愛 好 家 、 ク ロ ス カ ン

今 、 生 き 生 き と

　 大 雪 山 の こ と な ら 何 で

も 知 ら な い こ と は な い 、

と 思 え る ほ ど 。 い わ ば 旭

岳 の 生 き 字 引 。 「 ど う し

て こ こ が 勇 駒 別 と い う 名

に な っ た か 知 っ て る か

い ？ 　 ア イ ヌ 語 で 『 お 湯

に 向 か う 川 』 っ て い う ん

だ 。 ど こ か ら で も お 湯 が

い っ ぱ い に わ い て い る か

ら ね 」｜ 。 こ ん な 話 を 聞

き な が ら 泊 ま る 宿 は 、 と

て も 心 が ウ キ ウ キ 、 豊 か

な 気 持 ち に な れ そ う 。 家

族 連 れ で 、 あ る い は ち ょ

っ と い っ ぱ い 傾 け な が

ら … 。 そ ん な 夜 長 の ひ と

と き も ま た お つ な も の 。
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春
菜
さ
ん
の
お
話
会（
旭
岳
温
泉
青
少
年
野
営
場
）

「
ア
ー
ス
デ
ー
」イ
ベ
ン
ト
　火
お
こ
し

「 ア ー ス デ ー 」 イ ベ ン ト 　

春 菜 さ ん が ま き 割 り の お 手 本 を 披 露

ロ
ッ
ジ「
ヌ
タ
プ
カ
ウ
シ
ペ
」

「
ア
ー
ス
デ
ー
」イ
ベ
ン
ト

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
く
ん
製
作
り

ロ ッ ジ ・ ヌ タ プ カ ウ シ ペ 　 春 菜 　 秀 則 （ は る な 　 ひ で の り ） さ ん

春
菜
　秀
則
さ
ん
／
ロ
ッ
ジ
・
ヌ
タ
プ
カ
ウ
シ
ペ
経
営
／
旭
岳
温
泉
　☎

97
－
21

50
胆
振
管
内
鵡
川
町
出
身
、 6

0歳
。道
立
苫
小
牧
東
高
校
卒
。山
登
り
、ス
キ
ー
が
好
き
で
、年
間
を
通
し
て
何
度
と
な
く
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
う
ち
、廃
業
し
た
旧
山
水
食
堂
店
舗
が

売
り
に
出
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
購
入
。 1
97

9（
昭
和
54
）年
、ラ
ー
メ
ン
店「
ヌ
タ
プ
カ
ウ
シ
ペ
」を
開
業
し
て
30
周
年
。温
泉
街
か
ら
1.
2㌔
㍍
上
方
の
山
中
で
新
た
な
自
然
湧
出

の
温
泉
源
を
発
見
し
、 1
98

9（
平
成
元
）年
、旧
店
舗
を
頑
丈
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
ロ
ッ
ジ
に
建
て
替
え
て
旅
館
経
営
。「
ヌ
タ
プ
カ
ウ
シ
ペ
」と
は
、ア
イ
ヌ
語
で「
ヌ
タ
プ
・
カ
・
ウ
シ
・

ペ
」。「
台
形
状
の
地
形
の
上
に
い
つ
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
」と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。台
形
と
は
、広
大
な
山
岳
地
帯
。そ
の
上
に
い
つ
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
と
は
、大
雪
山
の
山
並
み

を
指
し
、そ
の
山
並
み
を
神
と
し
て
あ
が
め
て
い
る
の
で
す
。つ
ま
り
大
雪
山
の
こ
と
で
す
。東
川
町
観
光
協
会
副
会
長
、同
協
会
旭
岳
部
会
長
。

は
る
な
　 
ひ
で
の
り

9
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写
真
の
町
を
宣
言
し
、
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス

タ
は
25
回
目
、
写
真
甲
子
園
は
16
回
目
を

迎
え
た
。
日
ご
ろ
、
「
ど
う
し
て
東
川
町

は
写
真
の
町
な
の
で
す
か
」
と
よ
く
聞
か

れ
る
。
そ
の
度
に
「
旭
岳
を
中
心
と
し
た

大
雪
山
の
山
並
み
、
四
季
の
変
化
な
ど
、

写
真
の
被
写
体
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
自

然
が
あ
る
。
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
向
け
ら
れ
て
も
正
々

堂
々
と
ポ
ー
ズ
が
取
れ
る
よ
う
健
や
か
に

暮
ら
し
、
そ
し
て
子
供
た
ち
を
育
成
し
た

い
。
施
設
は
写
真
映
り
の
良
い
も
の
を
目

指
し
、
人
々
と
の
出
会
い
に
よ
る
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
た
い
」
と
私
は

言
っ
て
き
て
い
る
。

　

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
は
、
日
本
写
真
協
会
、

日
本
写
真
家
協
会
、
日
本
写
真
広
告
協
会
、

日
本
写
真
文
化
協
会
、
日
本
写
真
家
連
盟
、

東
京
都
写
真
美
術
館
な
ど
、
写
真
関
係
団

体
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
か
れ
た
日
本
写
真
映
像
用
品
工
業
会

な
ど
業
界
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
東
川
町
特
設

ブ
ー
ス
開
設
の
ご
支
援
も
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
も
25
年
間
に
わ
た
る
町
民
と
写

真
関
係
者
の
出
会
い
の
た
ま
も
の
だ
と
感

じ
る
。

　

写
真
甲
子
園
も
15
周
年
を
迎
え
た
。
今

年
の
応
募
高
校
数
は
３
３
１
校
と
過
去
最

高
、
今
年
か
ら
本
戦
出
場
高
校
も
４
校
増

え
18
校
と
な
っ
た
。
美
瑛
町
、
上
富
良
野

町
に
加
え
、
新
た
に
旭
川
市
と
東
神
楽
町

も
写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
広
域
連
携
の

一
つ
で
も
あ
る
。

　

写
真
甲
子
園
開
会
式
で
の
選
手
た
ち
の

出
会
い
は
、
厳
し
い
選
考
審
査
を
経
て
の

「
実
力
の
出
会
い
」
で
あ
り
、
選
手
や
監

督
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
人
々
や
文
化
、
そ
し

て
自
然
と
の
出
合
い
で
「
出
合
い
は
絶
景
」

と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
閉
会
式
の

場
は
ま
さ
に
「
出
会
い
は
感
動
」
と
な
り
、

私
た
ち
に
と
っ
て
も
感
動
と
感
激
の
瞬
間

が
や
っ
て
来
る
。

　

こ
の
写
真
イ
ベ
ン
ト
の
お
か
げ
で
、
新

聞
や
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
東
川
町
が
よ
く
紹
介
さ

れ
る
。
「
新
聞
に
出
て
い
た
よ
。
Ｔ
Ｖ
見

た
よ
」
な
ど
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
る
。
共

通
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
と
人
と
の
出
会

い
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
出

会
い
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
年
の
写
真
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の

人
々
の
来
町
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

ど
の
よ
う
な
感
動
の
出
会
い
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
考
え
る
と
ド
キ
ド
キ
す
る
。

（
７
月
22
日　

記
）

給
付
金
で
千
島
桜
を
購
い
ぬ
冥
途
の
父
母
へ
の
み
や
げ
話
に

昏
み
ゆ
く
丘
の
か
た
ち
を
な
ぞ
ら
へ
ば
思
ひ
い
た
り
し
母
の
乳
房
よ

郭
公
も
蝉
の
時
雨
も
声
た
え
て
六
月
の
日
々
を
暮
れ
る
蝦
夷
梅
雨

田
植
え
終
え
久
に
静
も
る
水
張
田
よ
か
わ
ず
の
声
聞
き
し
ば
し
ま
ど
ろ
む

肌
寒
く
花
も
ふ
る
え
し
水
無
月
も
せ
か
ず
ゆ
る
り
と
夏
は
来
に
け
り

す
ん
す
ん
と
色
と
り
ど
り
の
ル
ピ
ナ
ス
の
花
咲
き
香
り
腰
の
ば
し
見
る

蝦
夷
梅
雨
か
リ
ラ
冷
え
か
知
ら
六
月
は
今
日
も
雨
降
り
悩
み
て
を
り
ぬ

毎
日
の
歩
み
と
共
に
今
日
ひ
と
日
あ
す
の
平
和
を
願
い
て
生
き
む

澄
み
渡
る
空
を
眺
め
て
飛
行
機
が
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
ま
で

足
腰
の
痛
み
も
老
い
と
受
け
と
め
る
拙
な
き
趣
味
に
心
し
ず
め
て

肩
の
荷
を
下
ろ
し
て
古
希
の
夕
涼
み

仰
ぐ
虹
顔
の
な
み
だ
か
わ
く
ま
で

こ
の
森
に
な
に
が
棲
む
や
ら
夏
の
闇

人
気
な
き
砲
台
跡
の
螢
火
よ

万
緑
や
旧
邸
跡
に
見
る
栄
華

一
日
終
え
我
に
戻
ら
む
宵
涼
み

草
臥
て
休
ら
ふ
庭
に
納
涼
け
り

水
の
面
を
打
っ
て
納
涼
の
極
ま
れ
り

庭
の
木
に
返
す
風
あ
り
夕
涼
み

木
陰
ご
と
涼
み
て
手
作
り
パ
ン
屋
ま
で

納
涼
船
女
か
し
ま
し
揺
れ
や
ま
ず

納
涼
の
風
ま
で
届
く
見
舞
文

野
良
帰
り
煙
管
で
一
ぷ
く
涼
み
台

松　

倉　

和　

子

宮　

坂　

敬　

子

矢　

沢　

ま
す
え

中　

田　

治　

子

嶋　

崎　

ミ　

エ

永　

江　

栄　

子

岡　

澤　

チ
ズ
子

清　

水　

チ　

ヨ

笹　

田　

冨
士
子

瓜　

生　

昭　

枝

石　

澤　

清　

宏

澤　

田　

久
美
子

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

露　

葉

青　

野　

公　

花

宮　

坂　

紫　

雲

杉
山　

ひ
ろ
の
り

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

山　

口　

佐
知
子

高　

瀬　
　
　

潤

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 出
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手つかずの自然
　「原生林」「手つかずの自然」という言葉がありますが、さ
て日本にどのくらいそんな自然が残っているのでしょうか？　
国立公園のどの程度が手つかずの自然なのか、といわれると、
僕たちも正直「う～ん…」とうなだれてしまいます。
　北海道には国立公園が６つあります。大雪山国立公園は、阿
寒国立公園とともに北海道で最初に国立公園に指定された場所
です（昭和9年に指定）。
　その理由は単純明快！　原始山岳環境が残っているのが非常
に貴重だということでした。
　そんな国立公園であっても、国立公園として指定されている
エリアの中に人の手が加わっている場所はたくさんあります。
保護のため規制がかかっている場所にもレベルがあって、その
レベルに応じて人の手の入り具合も違います。
　一番規制の厳しい場所は「特別保護地区」という場所。旭岳
でいえば、姿見の池園地を含む場所以上標高の高い所が指定さ
れています。一部は人の手が入っていますが、本当に手つかず
の自然が残っています。
　山頂に登って周りを見回してみると、信じられないほど壮大
な森の景色が広がっています。
　山へ登るたびに、大雪山のすごさは山頂ではなく、そのすそ

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍す
る人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など
「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

野に広がる広大な原生林ではないだろうか、と感じます。そん
な大雪山ですが、先住民族であるアイヌにとってはどんな山だ
ったのでしょう。
　大雪山はアイヌ語で「カムイミンタラ」（神々の遊ぶ庭）や
「ヌタプカウシュペ」（そこにいらっしゃる者）と呼ばれ、古
くから信仰の的であった山々なのだそうです。
　大雪山には神様がいて遊んでいた場所ですが、では神様の遊
びってどんなものだと思います？
　先日、機会があって旭川の川村カネトアイヌ記念館へ行って
きました。その時館長の川村兼一さんと大雪山の話になりまし
た。
　「大雪山はアイヌ語でカムイミンタラと呼ばれていて、神様
が遊んでいる場所なんだよ。神様が遊ぶってことは、火山を噴
火させたり、川を氾濫（はんらん）させたり…。神様の遊びっ
ていうのはスケールが大きいんだよ」という話を聞いて「なる
ほど」と目からウロコがとれた気分でした。
　「神々の遊ぶ庭」という意味は、今まで原生林とばく大に広
い土地の中で、人間くらいの大きさの神様がいて森の中でひっ
そりと遊んでいるのだ、と思っていました。
　でもそうではなく、もっともっとスケールが大きい話で、大
雪山は神様にとって、子供がおもちゃで遊ぶ感覚で遊ぶ場なん
だ、ということが分かりました。
　アイヌの感覚というものはなんとも壮大なものだなぁ…と、
しみじみ感動を味わいました。
　先住民族アイヌの人たちが大きなスケールで敬い、畏敬の
念を持って分け入ることさえ恐れていたカムイミンタラ。大
昔の環境を残すこの自然を、どうかそのまま次の世代へとず
っとずっと残していきたい、と思います。

文：大雪山自然学校　沢辺　佳彦

大雪山の素顔

街を牛耳るボスの愛人、マリに手を出し
てしまった手下の備後。命の代償に伝
説の殺し屋“デラ富樫”を連れてくると
誓うが、期限が迫っても見つからない。
窮地に陥った備後が取った苦肉の策
は、映画監督のふりをして無名の俳優
を雇い、殺し屋に仕立て上げることだっ
た。（１３６分）

旭山動物園の元園長、小菅
正夫さんと元飼育係で動物
絵本の第一人者、あべ弘士
さんによるこん身の感動絵
本。動物園にはジョンとリカ
というとても仲の良いオオカ
ミの夫婦がいました。しかしリカががん
にかかり、ガリガリにやせ細ってしまいま
す。リカは手術を受けるのですが…。

親友をいじめた。誰からも助けてもらえ
なかったあいつは、自殺を図り、学校を
去った。残された僕たちはそれぞれの
罪を背負い、罰を受けて、1人の年老い
た「かあちゃん」に出会った。
母が子どもに教えてくれたこと、子ども
が母に伝えたかったことを描く感動の
長編作。

ザ・マジック
アワ
ー

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン

か
あ
ち
ゃん（
一
般
書
）

重
松　
清
／
著　
講
談
社
／
刊

旭
山
動
物
園
物
語 
オ
オ
カ
ミの
森（
絵
本
）

小
菅
正
夫
／
著　
あ
べ
弘
士
／
絵　
角
川
書
店
／
刊
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わ
が
家
で
は
中
学
１
年
生
の

息
子
が
「
基
礎
英
語
２
」
を
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
の
番
組
の
放

送
は
１
日
３
回
。
朝
６
時
15
分

か
ら
の
放
送
を
聞
く
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
だ
い
た
い
は
録
音

し
た
も
の
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

語
学
学
習
は
習
慣
化
が
成
功

の
秘
け
つ
で
す
が
、
な
ん
や
か

や
忙
し
い
現
代
人
が
英
会
話
ス

ク
ー
ル
に
通
う
の
は
至
難
の
技

で
す
。
ど
れ
だ
け
行
く
気
が
あ

っ
て
も
、
体
が
空
い
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
よ
り
は
１
日
15
分
間

ラ
ジ
オ
を
聞
く
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
が
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
「
大
好
き
な
こ
と
を
仕
事

に
し
よ
う
」
と
い
う
本
を
読
み

ま
し
た
。
「
青
色
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
」
を
発
明
し
た
中
村
修
二

さ
ん
の
本
で
す
。

　

中
村
さ
ん
は
小
学
校
高
学
年

の
と
き
、
母
親
に
言
わ
れ
て
ス

パ
ル
タ
式
の
英
語
塾
に
通
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
塾
は
家

で
「
基
礎
英
語
」
を
聞
く
の
が

宿
題
。
塾
で
そ
の
内
容
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
て
、
で
き
な
い
と

定
規
で
バ
シ
バ
シ
た
た
か
れ
た

そ
う
で
す
。
こ
わ
く
て
英
語
を

覚
え
た
と
か
。
で
も
お
か
げ
で

中
学
校
に
入
っ
て
も
英
語
の
授

業
に
拒
絶
反
応
が
出
な
く
て
助

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
日
本
語
で
発

表
し
た
論
文
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
英
語
で
書
い
た

論
文
が
認
め
ら
れ
て
ア
メ
リ
カ

の
大
学
教
授
に
な
り
ま
し
た
。

「
理
系
の
人
間
に
日
本
語
は
い

ら
な
い
」
と
ま
で
言
い
ま
す
。

　

ま
た
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
と

っ
た
あ
の
田
中
耕
一
さ
ん
も
、

英
語
で
論
文
を
発
表
し
た
こ
と

が
国
際
的
な
評
価
に
つ
な
が
っ

て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

将
来
何
に
な
る
に
せ
よ
、
ま

ず
は
初
め
の
一
歩
を
。
８
月
の

放
送
は
４
月
か
ら
７
月
の
復
習

で
す
。
４
月
か
ら
聞
き
そ
び
れ

た
人
や
、
途
中
で
挫
折
し
た
人

に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

「
基
礎
英
語
１
、
２
、
３
」

は
ち
ょ
う
ど
中
学
校
の
英
語
の

１
、
２
、
３
年
生
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
１
回
15
分
間
の
放
送
は
、

ま
さ
に
短
期
の
集
中
、
長
期
の

蓄
積
で
す
。
ま
ず
は
書
店
で
テ

キ
ス
ト
を
！

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第62回

８月はぜひラジオを

【ちょっと豆知識】
上のコーリ－さんのエッセイ、生態学的（※）と訳しましたが、原文はecologicalとなっています。エコロジカルというと「エコ＝環
境にやさしい」を思い浮かべますが、実はエコロジーとは、広い意味で生物学の一分野のことです。環境破壊が表面化して、そ
れを解決する学問分野として生態学が注目を受けるようになり、この言葉が一般化して広まりました。英語では「エコな商品」
は「green(グリーン) products(プロダクツ)」。「エコに気をつける」ことを「I go(ゴウ) green.」と言います。

Encounters of the animal kind…
Ge!ing se!led in Higashikawa was a journey speckled with miniature 
adventures; ranging from paperwork treasure hunts around the town, to 
encounters of the animal kind. 
Ok, lets start with the facts; both Hokkaido and "e Canadian Rockies 
have a relatively similar climate, and therefore similar #ora and fauna. In 
Canmore, its routine for me to carry bear spray on my morning runs, as 
the threat of an 800 pound grizzly bear surprising me in the woods 
is not at all unusual. Without the threat of dangerous 
carnivorous bears, or even cougars, in Higashikawa, I headed 
out on my daily morning runs without a worry in my head. 
Oh how I was mistaken! 
One morning by the river, I saw something moving in the 
distance, just a few leaves on the path I thought. As I got closer, I 
noticed it was A SNAKE!!! What??! I stopped in my tracks, it stopped 
mid slither; we made eye contact. I think we were both confused and 
disoriented as it dashed into the bushes. With my increased adrenalin, I 
sprinted home, mildly traumatized from my meeting with the 4$ 
brownish orange reptile. 
So there’s my ecological blunder #1. Note to self: don’t leave the bear 
spray in Canmore, you might need it for the snakes in Higashikawa!!
All in all, I am happily se!led into the town, on guard in the mornings for 
random animals, and ready for whatever …

生き物との遭遇
　東川に落ち着くのはちょっとした冒険でした。町中を書類探検、
そして小動物との出合い。
　北海道とロッキー山脈は比較的気候が近いため、そこに住む動
植物も似ています。キャンモア町では、朝のジョギングに熊除け
スプレーを持っていくのが日課でした。林の中、800ポンドもあ
るグリズリーベアに出くわす、なんて日常茶飯事。でも東川に来
た私は危険な肉食熊やクーガー（ピューマ）の脅威もなく、安心
して日課のジョギングに出かけました。ところがどっこい！
　これが間違いのもと！
　ある朝のことです。川のほとりを走っていて、遠く
に動くものを見つけました。初めは葉っぱが落ちてい
るな、と思いました。ところが、近づくにつれて気が
つきました！　〝ええっ？　へびだ！〟思わず立ち止
まりました。目が合って蛇もくねくねを止めました。
お互いに混乱しているうちに蛇はやぶへと走り去りまし

た。
　全身にどっとアドレナリンが出て、全力で家に帰りました。4
フィートもある茶色がかったオレンジ色の爬（は）虫類との〝出
会い〟に軽くショックを受けながら。
　というわけで、これが東川生活初めての生態学的（※）失敗。
心に覚え書きしました。キャンモア町に熊スプレーを置いてきて
はいけない、と。東川では蛇にスプレーが必要かも！
　なにはともあれ、朝のジョギングは小動物に気をつけながら、
その他なんであれ、心構えしつつ、機嫌良く町に落ち着いたとこ
ろです。

（訳：宮地晶子）

今回はルーイエナでの『歌と踊りとサウナ体験』を皆さまにお伝えします。

肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟

新連載新連載新連載新連載 HiHiHiHi!om!om!omKoriKoriKoriKori
姉妹都市交流提携20周年を記念してカナダ・キャンモア町から英語教育指導員として来町した
コーリー・チューイーさんの新コラムが今月から登場です。
姉妹都市交流提携20周年を記念してカナダ・キャンモア町から英語教育指導員として来町した
コーリー・チューイーさんの新コラムが今月から登場です。
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美しい緑と花の町・ルーイエナ町民訪問記

日本の〝エイヤサー〟みたいな感じ
です。
　そしてサウナ体験。ラトヴィアの
サウナに興味津々の女性5人はシャ
ワーを浴びて、いざサウナ室へ。
　この日私たち訪問団を夕食に招待
してくれたホストのビショフス校長

先生自ら、腰タオル一丁で私たちを
待っていてくれました。
　手にはたくさんの葉っぱがついた
シラカバの枝が…。何だかコワイ…。
後で知りましたが、シラカバで体を
たたくことで筋肉のマッサージ効果
が得られるのだそうです。
　熱く焼けた石に水をかける度に蒸
気が立ち込めます。温度がぐんぐん
上がり、暑さで肌が痛い。〝アチチ
チチッ!〟そしてシラカバの枝攻撃
!?　校長先生は5人も相手にして全
身真っ赤です。
　最後パーティーお開きでの校長先
生のひとこと。
　「女性5人とサウナに入ったおか
げで、今日は若返りました！」。

次号もお楽しみに！

主婦、鈴木　佳苗さん

　ラトヴィアにおける
「歌と踊り」はラトヴ
ィア国民の誇りと愛情
そのものです。ルーイ
エナ滞在中、初日の名
前の日のお祝いパーテ
ィーから最終日のさよ
ならパーティーまで、
人が集まる場所には
「歌と踊り」がありま
した。
　ブラスバンドの演奏、透きとおる
ような歌声の合唱団。昨年東川で音
楽交流のあった先生・生徒達との再
会！　
　踊り手たちは民族衣装を身にまと
い、終始笑顔で踊り続けます。女性
のロングスカートはくるくるまわる
と遠心力で風船のように膨らみ、男
性は背筋をぴんとして女性をエスコ
ートするような踊りです。
　男女とも軽快にステップを踏んで

いましたが、踊り終わった後は息を
はずませていました。それだけハー
ドな踊りなのです。
　さよならパーティーでは実際にル
ーイエナの方達と訪問団全員で輪に
なって踊りました。まずステップが
早い‼　ついていくのが精一杯です。
肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わ
せ合い、〝オイラ、オイラ！〟と時
を忘れて踊り続けました。
　オイラの掛け声に特に意味はなく、

美しい緑と花の町・ルーイエナ町民訪問記第2回
今回はルーイエナでの『歌と踊りとサウナ体験』を皆さまにお伝えします。今回はルーイエナでの『歌と踊りとサウナ体験』を皆さまにお伝えします。

肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ！〟

▲肩と肩、お尻とお尻、足と足を合わせて〝オイラ、オイラ〟

▲くるくる回るロングスカート。風船のように美しく膨らみ
　印象的

▲

昨
年
演
奏
で
き
な
か
っ
た
ユ
リ
ス
君
（
中

　

学
校
3
年
生
）
も
今
回
は
大
熱
演

新連載新連載新連載 HiHiHi!om!omKoriKoriKori
姉妹都市交流提携20周年を記念してカナダ・キャンモア町から英語教育指導員として来町した
コーリー・チューイーさんの新コラムが今月から登場です。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ　大雪地区広域連合国民健康保険対策室　☎82－3697（内線562、563）
　　　　　　　住民福祉課住民室　☎82－2111（内線123）

被保険者証等の更新時期です被保険者証等の更新時期です被保険者証等の更新時期です
　下表に示す被保険者証等が更新時期になります。８月からは新しい被保険者証等を医療機関の窓口に
提示してください（受給者証・認定証は被保険者証とセットでご使用ください）。
　既にお持ちの被保険者証等は７月末日の有効期限終了後、問い合わせ先まで返却してください。
　今回更新になる受給者証、認定証以外にも、申請によって適用を受けられる認定証があります。お問
い合わせは役場の国保担当窓口まで。

８月に更新する各種被保険者証等
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

世帯全員が住民税非課税の方

該当者に郵送します

加入者全員
該当者に郵送します。受理後、古い被保険者証は役場にご返却ください。

・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院時の食事負担額軽減
該当者に郵送します。受理後印鑑を持参のうえ、役場で申請手続きをしてください
（古い認定証は返却願います）

対象
交付

対象

内容

交付

対象

交付

対象

内容

交付

対象
内容
交付

対象

内容

交付

対象
内容
交付

国保加入者全員が住民税非課税の世帯
・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院時の食事負担額軽減
該当者に郵送します。受理後印鑑を持参のうえ、役場で申請手続きをしてください
（古い認定証は返却願います）

70歳以上74歳以下の国保加入者全員
※一定以上の障がいにより後期高齢者医療の認定を受けている方は除きます

国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

住民税が課税の世帯
・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
申請により交付しますので、該当となる方は手続きをしてください

国保加入者全員が住民税非課税の世帯
・入院した際の食事負担額の軽減
申請手続きによって交付します

国保加入者全員が住民税非課税の世帯
・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した際の食事負担額の軽減
申請により交付しますので、該当となる方は手続きをしてください

（注１）有効期限は次のとおりです。　①は平成23年７月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②～④は平成22年7月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　③、④は７月31日以前に75歳になる方は誕生日の前日までです。
（注２）③の受給者証の負担割合が２割（平成22年3月31日までは１割）と記載されている方は４月１日以降２割になります。ご注意ください。

①後期高齢者医療被保険者証（注１）

②後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（注１）

③国民健康保険高齢受給者証（注１、注2）

④国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証（注１）

①国民健康保険限度額適用認定証

②国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

③国民健康保険標準負担額減額認定証

申請によって適用が受けられる認定証（入院した場合のみ）
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く
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ー
ク

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

8月の行事

　

例
え
ば
、
全
額
免
除
で
は
、
21
年
３

月
ま
で
40
年
間
保
険
料
免
除
の
場
合
、

従
来
は
年
金
額
26
万
４
千
円
と
い
う
計

算
で
し
た
が
、
21
年
４
月
以
降
40
年
間

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場
合
、
年
金
額

は
39
万
６
千
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
と
の
違
い

　

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
（
所
得
が
少

な
い
20
歳
代
の
第
１
号
被
保
険
者
が
申

請
に
よ
っ
て
追
納
を
認
め
ら
れ
る
こ

と
）
、
「
学
生
納
付
特
例
」
（
学
生
期

間
中
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
追
納

を
認
め
ら
れ
る
こ
と
）
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。

　

猶
予
期
間
に
つ
い
て
追
納
（
後
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
）
し
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
の
受
給

権
は
あ
り
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
（
カ
ラ

期
間
）
。
た
だ
し
カ
ラ
期
間
中
に
障
害
、

ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
傷
害
基

60
歳
ま
で
４
８
０
月
）
保
険
料
を
納
め

た
方
の
場
合
、
65
歳
か
ら
満
額
（
年
間

79
万
２
千
１
０
０
円
（
21
年
度
価
格
、

以
下
同
じ
）
）
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
出
来
る
制
度
で
す
。
21

年
４
月
以
降
の
加
入
期
間
の
算
定
分
に

つ
い
て
、
支
給
年
額
の
半
額
39
万
６
千

0
5
0
円
が
国
庫
負
担
に
な
る
わ
け
で

す
。

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
経
済
的
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど

の
た
め
「
保
険
料
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
保
険
料
の
「
全

額
」
「
４
分
の
３
」
「
半
額
」
「
４
分

の
１
」
の
額
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
免
除
期
間
す
べ
て
に
つ
い
て
、
保

険
料
を
納
め
た
額
と
同
額
の
国
庫
負
担

額
が
年
金
額
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
、
免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金

額
も
引
き
上
が
り
ま
す
。

被保険者証等の更新時期です

 

住
民
福
祉
課
か
ら

国
庫
負
担
割
合
が
２
分
の
１
に
引
き
上

げ
、
国
民
年
金
「
保
険
料
免
除
」
で
あ

な
た
の
年
金
大
切
に

　

国
民
年
金
の
国
負
担
の
割
合
が
、
今

年
４
月
の
法
改
正
で
、
３
分
の
１
か
ら

２
分
の
１
に
引
き
上
が
り
ま
し
た
。

「
保
険
料
免
除
期
間
」
の
間
の
年
金
は
、

こ
れ
ま
で
「
保
険
料
納
付
済
期
間
」
の

３
分
の
１
だ
け
し
か
年
金
額
に
反
映
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
庫
負
担
の

引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
今
後
２
分
の
１

ま
で
あ
な
た
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
い
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
保
険

料
の
支
払
い
が
難
し
い
時
に
は
「
保
険

料
免
除
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
と
免
除
制
度

　

国
民
年
金
は
、
40
年
間
（
20
歳
か
ら

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
「
保
険
料
納
付
済
期
間

＋
保
険
料
免
除
期
間
＋
カ
ラ
期
間
」
を

合
わ
せ
て
原
則
25
年
間
以
上
（
３
０
０

月
以
上
）
の
「
受
給
資
格
期
間
」
を
満

た
し
た
方
が
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
社
会
保
険
事

務
所
☎
27－

１
６
１
１
、
住
民
室
☎
82

－

２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

就
学
支
援
費
補
助
金
の
希
望
世
帯
を

受
け
付
け
ま
す

　

４
月
か
ら
支
給
受
け
付
け
し
て
い
る

福
祉
給
付
金
の
受
給
か
ら
も
れ
た
世
帯

を
対
象
に
、
就
学
支
援
費
補
助
金
の
受

給
希
望
者
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
の
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、
本
年
度

に
限
っ
て
７
月
か
ら
支
給
対
象
の
範
囲

を
拡
大
し
て
支
給
し
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
世
帯

　

①
市
町
村
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税

　

で
高
等
学
校
に
通
学
す
る
者
が
い
る

　

世
帯
②
高
等
学
校
授
業
料
免
除
の
適

　

用
を
受
け
て
い
る
世
帯

給
付
金
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
８
千
円
（
高

　

校
に
通
学
す
る
児
童
の
み
）

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

①
授
業
料
免
除
証
写
し
ま
た
は
私
立

　

高
等
学
校
授
業
料
軽
減
決
定
書
の
写

　

し
②
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非

　

課
税
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

　

類
（
①
を
添
付
の
場
合
は
不
要
）
③

　

在
学
証
明
書
（
①
を
添
付
の
場
合
は

　

不
要
）
④
預
金
通
帳
の
写
し
（
口
座

　

番
号
等
の
わ
か
る
面
）

支
給

　
　

審
査
の
上
、
支
給
決
定
す
る
場
合

　

は
月
末
に
指
定
口
座
に
振
り
込
む
予

　

定
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉
室
☎
82

－

２
１
１
１
（
内
線
５
０
３
）

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,799人
3,720人
4,079人
3,204戸

6人
5人

32人
12人

　
21人）
12人）
9人）

12戸）

人口・世帯数　6月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

行政区
　

北町3丁目

11区

新栄

ご  結  婚
三浦　義則
高畑　鮎美
飯田　智浩
清水　映理子
松本　則武
佐藤　愛恵

｝
｝
｝

　
歳

84歳
78歳
96歳
78歳

　
行政区
南町２丁目
東町３丁目
13北区
17区

届出人
森影　鐵清
森影　和子
鈴木　健治
安藤　マサ

おくやみ
亡き人
森影　マサエ
森影　清次郎
鈴木　多三
安藤　喜一

フォトフェスタ2009（2日まで、文化ギャラリーほか）
東川賞授賞式など（後2時、農村環境改善センターほか）
どんとこい祭り前夜祭花火大会（後8時半、羽衣公園）
どんとこい祭り（前9時～、羽衣公園ほか）
フォトフェスタ各種行事（前9時～後5時半）
第5回町議会臨時会（前9時半、議場）
大雪山忠別湖トライアスロン　ｉｎ　ひがしかわ大会（前9
時15分、忠別湖）
東川町農協青年部米俵担ぎ登山（前9時15分、旭岳ロ
ープエー山ろく駅）
第37回地域親睦球技大会（前8時半、Ｂ＆Ｇ体育館）
てっぺん祭り（前10時、農協裏特設会場）

1日

2日

7日
9日

22日

23日
30日

　
父

康人

隆之

健一

邦和

　
母

美紀子

由花

あさ子

幸子

人のうごき　6月16日～7月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区

17区
17区西町
南町2丁目
11区

お 誕 生
生まれた子

今井　遼人

瀧田　來愛

中村　彩那

原　　亘佑

 いまい　  りょうと

 たきた　    らいち

なかむら　 あやな

はら　　　こうすけ
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 川 町 以 外 に 住 ん で い る 場 合 は 、

　 別 居 監 護 申 し 立 て 書 、 在 学 （ 在

　 寮 ） 証 明 書 、 別 居 し て い る 児 童

　 の 住 民 票 が 必 要 で す 。

児 童 手 当 現 況 届 の 結 果 お 知 ら せ

　 児 童 手 当 の 受 給 に 必 要 な 「 児 童

現 況 届 」 の 提 出 結 果 に つ い て 、 継

続 し て 受 給 で き る 方 へ の 個 別 に ご

通 知 を 省 略 し 、 お 知 ら せ に 替 え さ

せ て い た だ き ま す 。 10 月 期 （ ６－
９ 月 分 ） の 支 給 は 、 10 月 ５ 日 （ 月 ）

に ご 指 定 の 口 座 に 振 り 込 む 予 定 で

す 。

　 な お 所 得 超 過 に よ っ て 受 給 資 格

の な く な っ た 方 に は 、 ７ 月 末 日 ま

で に 消 滅 通 知 を 送 付 し て い ま す 。
 地 域 活 性 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 地 域 づ く り 推 進

室 ☎ 82－ ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ６ ２ ）

〝 急 報 〞  町 内 に 「 架 空 請 求 は

が き 」 が 出 回 っ て い ま す 。 相 手

に は 絶 対 連 絡 し な い ！

　 最 近 、 町 内 に 「 内 容 確 認 通 知 書 」

児 童 扶 養 手 当 、 特 別 児 童 扶 養 手

当 の 受 給 に は 現 況 届 、 所 得 状 況

届 の 提 出 を

　 児 童 扶 養 手 当 、 特 別 児 童 扶 養 手

当 を 受 給 さ れ て い る 方 は 、 受 給 者

の 前 年 の 所 得 及 び 養 育 状 況 等 を 確

認 す る た め 、 毎 年 「 現 況 届 」 「 所

得 状 況 届 」 の 提 出 が 必 要 で す 。

　 ８ 月 ３ 日 付 け で 受 給 さ れ て い る

方 に 案 内 状 を 郵 送 し て い ま す 。 ８

月 13 日 （ 木 ） 、 14 日 （ 金 ） 、 同 月 17 日 （ 月 ）

〜 21 日 （ 金 ） の 各 集 中 受 付 期 間 内 に

お い で い た だ き 、 必 要 届 書 の 提 出

を お 願 い ま す （ 聞 き 取 り 調 査 が あ

り ま す 。 時 間 に 余 裕 を 持 っ て お 越

し く だ さ い 。 期 間 中 は 午 後 ７ 時 ま

で 窓 口 時 間 を 延 長 し て い ま す ） 。

　 期 日 ま で に 提 出 が な い と 、 ８ 月

分 か ら の 手 当 が 差 し 止 め に な り ま

す 。 既 に 受 給 資 格 が な く な っ て い

る 場 合 は 資 格 喪 失 届 の 提 出 が 必 要

で す 。

　 ※ 21 年 1 月 1 日 現 在 、 町 内 に 住

所 の な い 方 は 、 同 日 現 在 の 住 所 地

で 、 21 年 度 （ 平 成 20 年 分 ） 所 得 証

明 書 の 交 付 を 受 け て く だ さ い （ 同

居 人 等 、 生 計 を 同 一 に し て い る 者

が 東 川 町 以 外 に 住 民 票 を 置 い て い

る 場 合 も 必 要 で す ） 。

場 所 　 社 会 福 祉 室 （ 保 健 福 祉 セ ン

　 タ ー 内 ）

持 ち 物 　 住 民 福 祉 課 か ら 送 付 さ れ

　 た 書 類 、 印 鑑 、 手 当 証 書 （ 受 給

　 中 の 方 の み ） ＝ ※ 対 象 児 童 が 東

空 き 缶 ご み 危 険 ！  ご み 収 集 車

火 火 災 が 多 発 ！

　 空 き 缶 ご み で ご み 収 集 車 の 火 災

事 故 が 相 次 い で い ま す 。 空 き 缶 は 、

缶 の 中 身 を 使 い 切 り 、 缶 に 必 ず 穴

を 開 け 、 空 き 缶 の リ サ イ ク ル ご み

と し て 出 し て く だ さ い 。

　 ご み 収 集 車 の 火 災 は 、 今 年 ４ 月 、

５ 月 、 １ 件 ず つ 発 生 し て い ま す 。

　 ４ 月 の 火 災 原 因 は 、 4 ト ン ご み

収 集 車 の 中 で カ セ ッ ト 式 ガ ス ボ ン

ベ の 空 き 缶 が 爆 発 し た た め 。 収 集

中 の ご み 約 ３ 分 の １ が 燃 失 し ま し

た 。

　 ５ 月 の 火 災 は 、 回 収 ご み の 中 に

混 じ っ て い た ス プ レ ー 消 臭 剤 、 ヘ

ア ー ス プ レ ー 缶 、 カ セ ッ ト 式 ガ ス

ボ ン ベ 缶 の 空 き 缶 が 爆 発 し ま し た 。

こ の た め 収 集 車 の ご み の 半 分 が 延

焼 し ま し た 。

　 収 集 車 内 で ご み が 圧 縮 さ れ て 発

熱 ・ 爆 発 す る と 、 重 大 な 事 故 に な

り ま す 。 加 え て 、 夏 季 シ ー ズ ン は

気 温 も 上 昇 し 、 火 災 の 危 険 性 が 高

ま り ま す 。 「 ど う っ て こ と な い 」

と 安 易 な 空 き 缶 の ご み 出 し は 絶 対

に 止 め ま し ょ う 。

な る は が き が 一 方 的 に 送 り 付 け ら

れ て 来 て い ま す 。

　 差 出 人 は 「 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 国 民 消 費

生 活 セ ン タ ー 」 と 名 乗 っ て い ま す 。

「 連 絡 し な い 場 合 は 管 轄 裁 判 所 か

ら 財 産 差 し 押 さ え 」 な ど と ほ の め

か す 文 言 が 強 い 文 調 で 表 記 さ れ て

い る も の で す 。

　 こ の よ う な は が き は 、 数 年 前 か

ら 被 害 が 絶 え な い 架 空 請 求 詐 欺 の

疑 い が 極 め て 強 い も の で す 。 差 出

人 に は 絶 対 に 連 絡 し な い で く だ さ

い 。

　 連 絡 を す る と 、 相 手 か ら 一 方 的

に 脅 さ れ た り 、 個 人 情 報 を 聞 き 出

さ れ 、 不 当 な 訴 訟 取 り 下 げ 費 用 を

振 り 込 み 請 求 さ れ る 恐 れ が あ り ま

す 。

　 裁 判 所 か ら の 重 要 な 通 知 や 告 知

な ど の 場 合 、 普 通 郵 便 の 封 書 や 文

面 が 見 え る は が き で 送 付 さ れ る こ

と は 絶 対 に あ り ま せ ん 。

　 文 面 に 表 記 さ れ て い る 連 絡 先 に

電 話 を か け な か っ た り 、 無 視 し た

た め に 、 あ な た が 不 利 益 に な る こ

と は あ り ま せ ん 。

　 不 安 な 場 合 、 架 空 請 求 詐 欺 か ど

う か 区 別 が つ か な い 場 合 は 、 相 手

先 に 連 絡 す る 前 に 、 ま ず お 問 い 合

わ せ く だ さ い 。

　 北 海 道 立 消 費 生 活 セ ン タ ー ☎ ０

５ ０－ ７ ５ ０ ５－ ０ ９ ９ ９
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療
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療
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。
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す
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回
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無
料
（
町
の
全
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負
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毎
週
金
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日
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祝
日
除
く
）
※
8月
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は
お
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し
ま
す

町
立
診
療
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【
持
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手
帳
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住
所
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確
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健
康
保
険
証
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乳
幼
児
医
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証
な
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※
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
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※
お
問
い
合
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せ
は
保
健
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で
☎
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内
線
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象
に
麻
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風
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ん
混
合
予
防
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種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
早
め
に
予
防
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

の 各 地 区 予 選 大 会 を 勝 ち 抜 い た 24

チ ー ム が 出 場 し ま し た 。 東 川 サ ッ

カ ー 少 年 団 は 旭 川 地 区 出 場 の 旭 川

末 広 北 、 旭 川 忠 和 両 サ ッ カ ー 少 年

団 と と も に 出 場 、 優 勝 し た プ ロ グ

レ ッ ソ 十 勝 Ｆ Ｃ （ Ｕ－ 12 ） と 準 決

勝 で 対 戦 し て 「 ０－ ３ 」 で 破 れ ま

し た 。

　 し か し ３ 位 決 定 戦 で 、 旭 川 地 区

ト ッ プ レ ベ ル の 強 豪 、 旭 川 末 広 北

を 敗 っ た 森 の 里 サ ッ カ ー 少 年 団

（ 帯 広 ） を 逆 転 の 「 ２－ １ 」 で 破

り 、 チ ー ム 結 成 以 来 の 快 挙 に な り

ま し た 。

　 同 少 年 団 は 、 8 月 15 日 札 幌 で 開

特 定 計 量 器 定 期 検 査 を 実 施 し ま す

産 業 振 興 課

　 町 で は 上 川 支 庁 の 小 型 は か り

（ 能 力 １ ㌧ 未 満 ） 定 期 検 査 （ 出 張

検 査 ） を 次 の 通 り 実 施 し ま す 。

　 計 量 用 計 り は ２ 年 に １ 度 、 北 海

道 知 事 が 実 施 す る 定 期 検 査 を 受 け

る こ と が 義 務 づ け ら れ て い ま す 。

商 店 、 病 院 な ど 、 取 引 や 証 明 上 の

計 量 に 使 用 す る 計 り は 、 検 定 証 印

等 が 付 さ れ た も の で な け れ ば 使 用

で き ま せ ん 。

日 時 　 ８ 月 28 日 （ 金 ） 午 前 10 時 半

　 〜 午 後 ２ 時 半

場 所 　 役 場 旧 車 両 セ ン タ ー

お 問 い 合 わ せ 　 商 工 観

光 振 興 室 ☎ 　 82－ 2 １

１ 1 （ 内 線 １ ３ ６ ）

東 川 サ ッ カ ー 少 年 団

が 初 の ３ 位 入 賞

　 ７ 月 18 日 か ら ３ 日 間 、

帯 広 市 の 帯 広 の 森 球 戯

場 を 会 場 に 開 か れ た

（ 財 ） 北 海 道 サ ッ カ ー

協 会 主 催 の 第 ６ 回 全 道

少 年 （ Ｕ－ 10 ） ８ 人 制

サ ッ カ ー 大 会 北 北 海 道

大 会 （ ４ 年 生 大 会 ） で 、

東 川 サ ッ カ ー 少 年 団

（ 今 野 裕 太 監 督 ） が 結

成 以 来 初 の ３ 位 に 入 賞

し ま し た 。

　 北 北 海 道 ９ ブ ロ ッ ク

日 時 　 ８ 月 28 日 （ 金 ） 午 前 10 時 〜

　 同 11 時 半

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ イ

　 ル ー ム （ 幼 児 セ ン タ ー 内 ）

内 容 　 お 話 「 こ ど も は お も し ろ い

　 〜 こ ど も と 生 活 す る こ と で 大 事

　 な こ と 」

講 師 　 児 童 ク ラ ブ 「 ホ ロ ホ ロ 」 主

　 宰 、 谷 地 元 雄 一 さ ん

そ の 他 　 ８ 月 ３ 日 か ら 受 け 付 け し

　 ま す 。 講 師 を 囲 ん で 交 流 会 も 予

　 定 し て い ま す 。 子 育 て で 困 っ て

　 い る こ と な ど が あ れ ば 申 し 込 み

　 時 に お 知 ら せ く だ さ い 。

町 民 水 泳 大 会 の 参 加 者 を 募 集 し

ま す

東 川 町 水 泳 ク ラ ブ

　 第 17 回 東 川 町 民 水 泳 大 会 の 参 加

者 を 募 集 し ま す 。 健 康 体 力 づ く り

に お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い 。 日 本

水 泳 連 盟 認 定 の バ ッ ジ テ ス ト を 申

請 で き ま す 。 希 望 者 は お 問 い 合 わ

せ く だ さ い 。

日 時 　 8 月 23 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時 半

　 （ 午 前 ９ 時 受 け 付 け 開 始 ）

会 場 　 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

対 象 　 東 川 町 民 （ 幼 児 以 上 、 男 女 ）

参 加 費 　 ３ ０ ０ 円 （ １ 人 ）

締 め 切 り 　 ８ 月 17 日 （ 所 定 の 申 し

　 込 み 用 紙 で お 申 し 込 み く だ さ い ）

お 問 い 合 わ せ 　 水 泳 ク ラ ブ の 千 葉

　 さ ん ☎ 82－ ２ ５ １ １ 、 武 田 さ ん

　 ☎ 82－ ２ ７ ５ ７

催 予 定 の 全 道 少 年 Ｕ－ 10 サ ッ カ ー

フ ェ ス テ ィ バ ル に 出 場 予 定 で す 。  

 子 育 て 支 援 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は 地 域

子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 82－ ５ １ ０

０
「 親 子 バ ス 遠 足 」 を し ま す

　 リ ュ ッ ク サ ッ ク に お 弁 当 と 水 筒

を 持 っ て 出 か け ま し ょ う 。 木 の お

も ち ゃ 、 大 型 遊 具 が た く さ ん あ り

ま す 。

対 象 　 家 庭 の 親 子 な ら ど な た で も

日 時 　 ８ 月 20 日 （ 木 ） 午 前 ９ 時 45

　 分 〜 午 後 １ 時 15 分 ご ろ

場 所 　 カ ム イ の 杜 （ も り ） 「 わ く

　 わ く エ ッ グ 」 （ 旭 川 市 富 沢 ）

持 ち 物 　 着 替 え 、 水 着 、 帽 子 、 お

　 弁 当 、 敷 き 物 、 飲 み 物

募 集 　 20 組 程 度 （ 要 予 約 、 ８ 月 ３

　 日 か ら 受 け 付 け 順 ）

「 子 育 て 講 演 会 」 を 開 き ま す 　

　 楽 し く 子 育 て を す る コ ツ と は ？

　 旭 川 市 内 で 児 童 ク ラ ブ 「 ホ ロ ホ

ロ 」 を 主 宰 し て い る 谷 地 元 雄 一 さ

ん の 講 演 会 で す 。 乳 幼 児 期 か ら 学

童 期 の 発 達 ま で を 中 心 に 、 父 親 と

し て の 体 験 談 を 交 え な が ら お 話 し

い た だ く 予 定 で す 。 お 気 軽 に ご 参

加 く だ さ い 。

対 象 　 家 庭 の 親 子 な ら ど な た で も

◆
行
事
（
当
日
は
天
候
、
緊
急
事
態
な
ど
で
事
業
の
一
部
を
変
更
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

「
送
迎
デ
ッ
キ
」無
料
開
放（

9月
5～

14
日
）

駐
車
場
無
料（
ま
つ
り
当
日
）

平
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6日
（
日
）

お
申
し
込
み
国
土
交
通
省
旭
川
空
港
出
張
所

お
問
い
合
わ
せ

❶
❷
❺
❻
❾
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
往
復
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
８
月

24
日
ま
で
（
必
着
）
。
１
応
募

1人
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

◆
そ
の
他

　
空
港
消
防
車
、ラ
ジ
コ
ン
機
、小
型
航
空
機
な
ど
の
展
示
、消
防
グ
ッ
ズ
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
販
売
、音
楽
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
、子
供
縁
日
、

　
お
楽
し
み
抽
選
会
、模
擬
店
、健
康
の
郷
・
大
雪
フ
ェ
ア（

9月
4～

6日
）な
ど

〒
07

1-1
56

2　
上
川
郡
東
神
楽
町
東

2線
15
－

96
 ☎

83
-2

54
1

❶
管
制
塔
、管
技
業
務
、気
象
業
務
の
見
学

　　（
10
歳
以
上
各
15
人
限
定（
抽
選
））

❷
SK

Y一
日
ラ
ン
プ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
体
験（
抽
選
1家
族
）

❸
HA

C旭
川
空
港
遊
覧
飛
行（
事
前
申
し
込
み
30
人
、有
料
）

　
HA

C遊
覧
飛
行
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
、申
し
込
み
は
、旭
川
市
町
づ
く
り
推
進
課
☎
25
－
53

16（
直
通
）

❹
AN

A豆
タ
グ
に
乗
ろ
う（

5歳
～
小
6ま
で
希
望
者
受
け
付
け
順
）

❺
場
周
道
路
バ
ス
ツ
ア
ー（
小
学
生
以
上
抽
選
、各
回
限
定
22
人
）

❻
空
港
消
防
車
に
体
験
搭
乗（
小
学
生
限
定
、 3
回（

1回
2人
抽
選
）

❼
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
紙
飛
行
機
と
遊
ぼ
う（
受
け
付
け
順
、小
学
生
以
下
20

0人
）

❽
JA

L飛
行
機
と
一
緒
に
写
真
を
撮
ろ
う（
受
け
付
け
順
、各

30
人
）

❾
AD

O
航
空
機
乗
員
と
記
念
撮
影（
子
供
と
一
緒
の
ご
家
族
４
組
、抽
選
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
… …

…
…
…
…
…
…

…
…
…

1回
目
＝
前
9時
～

2回
目
＝
前
10
時
～

3回
目
＝
前
11
時
～

前
9時
～
同
9時

40
分

前
9時

20
分
～
同
10
時

1回
目
＝
前
9時

45
分
～

2回
目
＝
後
1時

15
分
～

前
10
時
、
同
11
時
、
後
1時
、
同
2時

前
11
時
～
後
零
時

前
11
時
～
後
1時

1回
目
＝
後
零
時
～

2回
目
＝
後
2時
～

後
零
時
15
分

国
土
交
通
省
旭
川
空
港
出
張
所
☎

83
－

25
41
／
旭
川
市
旭
川
空
港
管
理
事
務
所
☎

83
－

22
00

旭
川
空
港
ビ
ル
株
式
会
社
☎

83
－

39
39

第
29
回
 大
雪
山
自
然
観
察
講
座
の
ご
案
内

環
境
省
東
川
自
然
保
護
官
事
務
所
、
東
川
町
、
大
雪
の
自
然
を
記
録
す
る
会

　
大
雪
山
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
動
植
物
の
様
子
や
生
き
る
仕
組
み
を
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。
体
験
し
な
が
ら
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

　
参
加
料
は
大
人
20
0円
、
小
人
10
0円
（
小
学
生
以
下
）
（
い
ず
れ
も
資
料
、
保
険

料
含
む
）
。
定
員
は
い
ず
れ
も
25
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
。
申
し
込
み
、

お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
観
光
振
興
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
13
5）
 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
前
8時
半
～
後
3時
。
小
雨
実
施
。
天
候
急
変
の
場
合
は
計
画
を
変
更
す
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
持
ち
物
は
、
昼
食
、
雨
具
、
防
寒
具
（
夏
で
も
）
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
着
替
え
、
常
備
薬
な

　
ど
（
双
眼
鏡
が
あ
る
と
便
利
で
す
）

※
③
④
の
観
察
会
は
、
か
ん
じ
き
（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
）
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

　
当
日
50
0円
で
貸
し
出
し
ま
す
。
申
し
　
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
講
座
①
は
主
に
子
供
〈
小
学
生
以
上
〉
が
対
象
、
講
座
②
は
健
脚
者
向
き
で
す
。

�
è

�
2

�
Ô

�
Ì

�
~

�
è

�
£

�
º

�
0

①
夏
の
旭
岳
温
泉
で
植
物
と
昆

　
虫
を
探
そ
う

���
D

���
Ô

�¢

+

�£
旭
岳
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

田
上
　
千
尋
さ
ん

旭
岳
温
泉
自
然
探
勝
路

昆
虫
、植
物
の
探
索
。夏
休
み
の
思

い
出
づ
くり
に
。

②
大
雪
の
紅
葉
を
満
喫
し
て
歩

　
こう

���
��D

���
Ô

�¢
�Ô

�£
大
雪
山
の
生
き
字
引

池
永
　
甦
次
さ
ん

旭
岳
温
泉
街
か
ら
第
一
天
女
が
原

紅
葉
真
っ
盛
り
の
大
雪
山
を
歩
き

ま
し
ょう
。

③
わ
さ
び
沼
の
冬
と
フ
カ
フ
カ
の

　
新
雪
を
体
験
し
よう

���
��D

���
��Ô

�¢
�Ô

�£
山
楽
舎
BE
AR
代
表

佐
久
間
　
弘
さ
ん

旭
岳
温
泉
わ
さ
び
沼
周
辺

旭
岳
の
雪
質
を
体
験
！

④
森
の
長
寿
を
訪
ね
よう

��

R

���
��å

���
D

���
��Ô

�¢
�Ô

�£
ネ
ー
チ
ャ
ー
ガ
イド

塩
谷
　
秀
和
さ
ん

天
人
峡
くる
み
の
沢
周
辺

雪
遊
び
の
楽
し
さ
を
満
喫
！

19
18

H
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